











　　This study analyzed the relationship between eating behavior and learning 
motivation in university students from the viewpoint of resident status and gender 
differences. The following results were obtained: 1) The nutrition balance of students 
living at home was better than that of students living away from home, and there was 
no gender difference. 2) Females scored higher on all eating behavior subscales, and 
“restrained eating” and “taking food considering health” were higher among students 
living at home. 3) Students scoring higher in “the knowledge and attitude of food safety” 
and “taking food considering health” exhibited higher “positiveness in learning.” 4) 
Students with higher scores of “emotional eating” had lower “concentration or vitality.” 
5) There was no relationship between “the knowledge and attitude of food safety” and 
nutrition balance in female students living away from home. 6) The “will to progress” 
was higher in female students.
大学生の食行動と学習意欲との関連
―居住形態と性差による分析―
Relationship between Eating Behavior and Learning Motivation in 
University Students：


































































さて、近年、大学生の学習意欲の低下が指摘されている（岨中 , 1971; 溝上 , 1996; 川
上 , 2001）。学習意欲とは、“勉強へのやる気とか学習への主体性、集中力（松原 , 1993）”
のことである。従来、大学生の学習意欲の低下に関わる要因については、パーソナリティ、
対人関係、ストレスなどの視点から研究されてきた（川上 , 2001; 鈴木ら , 1984; 吉田ら , 

























































心理学に関する科目を受講した大学生 570名（首都圏の B大学の 19歳から 21歳まで
の 1, 2年生）を被調査者とし、心理学に関する講義の一部を利用して集団式で実施した。
そのうち、76名分の回答は欠損値を含んでいたため分析の対象から除外した。従って、












毎日）、2（週 3～ 5回）、3（週 2回以下）で評定し、豆腐・豆類および海草類について
は、1（週 3回以上）、2（週 1～ 2回）、3（食べない）で評定した。その回答を、門田





性は、a=.78であった（TABLE 1）（加曽利 , 2008）。
TABLE 1　食品摂取頻度調査
① 1個の卵をどれくらい食べていますか
1．ほぼ毎日　2．週 3～ 5回程度　3．週 2回以下
② 一切れの魚か肉をどれくらい食べていますか
1．ほぼ毎日　2．週 3～ 5回程度　3．週 2回以下
③ 1個の果物をどれくらい食べていますか
1．ほぼ毎日　2．週 3～ 5回程度　3．週 2回以下
④ 1本の牛乳をどれくらい飲んでいますか
1．ほぼ毎日　2．週 3～ 5回程度　3．週 2回以下
⑤ 1皿の緑黄色野菜（赤、黄、緑色の野菜）をどれだけ食べていますか
1．ほぼ毎日　2．週 3～ 5回程度　3．週 2回以下
⑥ 1皿の淡色野菜（レタス、キャベツ、白菜など）をどれくらい食べていますか
1．ほぼ毎日　2．週 3～ 5回程度　3．週 2回以下
⑦ 豆腐や豆類をどれくらい食べていますか
1．週 3回以上　2．週 1～ 2回　3．食べない
⑧ 海草類をどれくらい食べていますか
1．週 3回以上　2．週 1～ 2回　3．食べない
⑨ インスタント食品（ラーメン、カップヌードル等）をどれくらい食べていますか
1．ほぼ毎日　2．週 3～ 5回程度　3．週 2回以下
⑩ 清涼飲料水（砂糖の入ったジュース、コーラ等）をどれくらい飲みますか
1．ほぼ毎日　2．週 3～ 5回程度　3．週 2回以下
⑪ コンビニ弁当、惣菜などをどれくらい食べていますか
1．ほぼ毎日　2．週 3～ 5回程度　3．週 2回以下
⑫ ファーストフード（ハンバーガー、フライドポテトなど）をどれくらい食べていますか
1．ほぼ毎日　2．週 3～ 5回程度　3．週 2回以下
⑬ スナック菓子（ポテトチップス、ポップコーンなど）をどれくらい食べていますか
1．ほぼ毎日　2．週 3～ 5回程度　3．週 2回以下
⑭ 菓子類（ケーキ、クッキー、アイスクリームなど）をどれくらい食べていますか
1．ほぼ毎日　2．週 3～ 5回程度　3．週 2回以下
その他の食品の摂取頻度についても調べるため、「コンビニ弁当」「ファーストフード」
「スナック菓子」「菓子類」の 4食品について、同様に、1（ほぼ毎日）、2（週 3～ 5回）、










（TABLE 2）。各因子の内的整合性は、第 1因子から順に、α =.89、α =.84、α =.89、
α =.81であり、各因子の信頼性が十分確認された。因子分析結果の詳細は、加曽利
（2008）に記載した。


































目さ因子」）とした（TABLE 3）。各因子の内的整合性は、第 1因子から順に、α =.84、
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α =.84、α =.64、α =.73であった。因子分析結果の詳細は、加曽利（2008）に記載し
た。第 3因子はα =.64とやや低かったが、想定通りのカテゴリにまとまっているため下
位尺度として分析に用いた。
TABLE 3　大学生の学習意欲尺度（加曽利 , 2008）
＜第 1因子：集中力・持続力因子＞
   授業中、なんとなく落ち着かない（―）
   授業中、集中力が続かない（―）
   授業中、あまり頭が働かない
   授業中、身体がだるい（―）
   悩み事があり、授業に集中できない（―）
   授業中、すぐ疲れる（―）
   体調が良くないので、授業に集中できない（―）
   授業中、ぼんやりしている（―）
   授業中、考え事をしていることが多い（―）
   授業中、なぜかイライラしている（―）
＜第 2因子：自己向上因子＞
   大学で多くの知識や技術を身に付けたい
   学ぶことで、自分を向上させたいと考えている
   興味がある授業には積極的に取り組む
   新しいことを学ぶことが好きだ
   大学で学ぶことで、視野を広げたいと思う
＜第 3因子：授業に対する積極性因子＞
   新しく学んだ事柄について、自分なりに意見がもてる
   分からないことは、先生に質問する
   分からなかったことは、そのままにしない
   講義に関連する図書を読む
   授業で習った事柄について、友人と議論する
＜第 4因子：授業に対する真面目さ因子＞
   授業中はしっかりノートをとる
   遅刻・欠席が多い（―）
   ノートをとる元気がない（―）
















自宅生 独居生 自宅生 独居生 性 居住形態 交互作用
































































   3.87 +
栄養バランス 17.90(2.95) 13.29(3.40) 17.83(3.00) 13.48(2.93)   .03 210.78*** 自宅生 >独居生   .19
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    .01
  4.02*     男 >女
  1.56
10.83**   男 <女
13.20*** 自宅生 <独居生
    .81
  3.25 +  自宅生 <独居生
    .29
    .35
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  3.91* 　男 <女
61.91*** 男 <女
  6.02*     男 <女
 3.92*  自宅生 >独居生
   .96
 1.35














































覚醒状態の高まりによって喚起される食行動（今田 , 1994; Schacter et al., 1968）” のこ
とである。一般に、女子学生は男子学生に比べて、内的および外的刺激により摂食行動を
誘発されやすく（Lundholm et al., 1987）、情動的摂食が多いことが指摘されている（今










互作用は有意ではなかった（TABLE 6）。Nanakorn et al.（1999）は、大学生の女性は
男性に比べて、飲酒、喫煙、日除け、果物摂取、脂肪やコルステロールを低減する努力な
どの面で肯定的な健康習慣を持ち、健康的食習慣、健康的な栄養素摂取の努力などが多く










（男性 /女性）×居住形態 2水準（自宅生 /独居生）の計 4群を独立変数、学習意欲の 4
変数を従属変数とする 2元配置法による分散分析を実施した。
その結果、「集中力・持続力」については、性、居住形態の要因とも有意な主効果は認
められなかった（それぞれ、F（1, 489）=.00, n.s. ; F（1, 489）=1.70, n.s.）。交互作用は
有意ではなかった（F（1, 489）=.57, n.s.）。平均値（M）と標準偏差（SD）は、男性自宅
生では、M＝ 39.12, SD＝ 9.17、男性独居生では、M＝ 38.60, SD＝ 8.16、女性自宅生




高かった（F（1, 489）＝ 4.98, p < .05）。居住形態の要因には有意な差は見られなかった




れなかった（それぞれ、F（1, 489）=1.65, n.s. ; F（1, 489）=.53, n.s.）。交互作用は有意
ではなかった（F（1, 489）=.00, n.s.）。
「授業に対する積極性」については、性、居住形態の要因とも有意な主効果は認められ
なかった（それぞれ、F（1, 489）=.10, n.s. ; F（1, 489）= .02, n.s.）。交互作用は有意では
なかった（F（1, 489）=.10, n.s.）。Mと SDは、男性自宅生では、M＝ 19.61, SD＝ 5.20、
男性独居生では、M＝ 19.00, SD＝ 4.92、女性自宅生では、M＝ 20.43, SD＝ 4.65、女














男女とも自宅生においてのみ正の相関が見られた（男性自宅生：p < .05 ;女性自宅生：p 
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自宅生 独居生 自宅生 独居生
食行動 (N = 83) (N = 63) (N =240) (N =107)
食の安全に関する知識・態度 　.45 ** 　.31* 　.32**    .08
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